
 

きぬがわ・さくぞう 
 

藩校弘道館読書掛、藩校誠之館教授 

 

経 歴 

生：享和元年（１８０１年） 

没：明治１４年（１８８１年）１０月６日、享年８１歳、妙政寺に葬る 

文化６年（１８０９年） ８歳 衣川閑齋（傚）の養嗣子となる 

文政２年（１８１９年） １８歳 勘定所詰 

文政５年（１８２２年） ２１歳 弘道館読書掛 

文政１３年（１８３０年） ２９歳 弘道館会読掛月並講釈 

天保２年（１８３１年） ３０歳 弘道館纒 

天保６年（１８３５年） ３４歳 会読掛・館中講義 

弘化３年（１８４６年） ４５歳 儒者本役 

弘化４年（１８４７年） ４６歳 父衣川閑齋の死により家をつぐ 

安政２年（１８５５年）正月１６日 ５４歳 誠之館発会式において「論語・学而篇」を講じる 

安政２年（１８５５年） ５４歳 藩校誠之館教授 

明治２年（１８６９年）１０月 ６８歳 隠居 
 

 

生い立ちと学業、業績 

諱は廣任、号は琢章、通称は作蔵。 

 

福山藩儒。享和元年（１８０１年）藩士沖与治兵衛武賈の子に生まれた。沖丈次郎の弟。 

 

文化６年（１８０９年）衣川閑齋（傚）の養嗣子となる。 

 

文政２年（１８１９年）勘定所詰を経て、文政５年（１８２２年）弘道館読書掛に任ぜられた。 

文政１３年（１８３０年）弘道館会読掛月並講釈。 

天保２年（１８３１年）には鈴木宜山が江戸在番中に弘道館纒を勤めた。 

天保６年（１８３５年）には会読掛・館中講義を命ぜられ、弘化３年（１８４６年）儒者本役、弘化４



年（１８４７年）父の死により家をついだ。 

 

安政２年（１８５５年）正月１６日、藩校誠之館発会式には、江木鰐水とともに『論語・学而篇』を

講じ、引続き藩校誠之館教授をつとめた。 

明治２年（１８６９年）１０月隠居。 

 

門田朴斎と親交があった。 

 

和歌も嗜む。 

「七十路を過ぎ来つるだに長き世を 

      たのみなきまで身こそふりぬれ」。 

「思ひきや我身ながらも青柳の 

     いとながき世を今にへんとハ  八十翁廣任」 

 

明治１４年（１８８１年）１０月６日没、享年８１歳。福山北吉津町妙政寺に葬る。 

 

嗣子は衣川肅太郎。   （出典１）～（出典５） 

 

出典１：『近世後期の福山藩の学問と文芸』、８０頁、福山市立福山城博物館編刊、１９９６年４月６日 

出典 2：『福山藩の文人誌』、９１・１５２頁、濱本鶴賓著、葦陽文化研究会編刊、１９８８年７月２７日 

出典３：『郷賢録』、７頁、福田禄太郎著、福山城博物館友の会編刊、平成１２年１０月１日 

出典４：『福山藩の教育と沿革史』、１４５頁、清水久人著、鷹の羽本部阿部正弘公顕彰会編刊、１９９９年８月２０日 

出典５：『福山の今昔』、１５５頁、濱本鶴賓著、立石岩三郎刊、大正６年４月２６日 
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